
【発足の経緯等】

プラットフォーム「九州の未来力２０３０」が発足
～地域における結節点(ハブ）を形成し、恒常的・自発的にさまざまな情報が交差するプラットフォームを構築～

区分 氏名 所属・役職

シンクタンク 森本 廣（◎） 九州経済調査協会 理事長
（座長）

学界

谷口 博文（◎） 九州大学 教授

西田 顕生 西南学院大学 教授

益村 眞知子 九州産業大学 教授
（座長代理）

経済団体

惣福脇 亨（◎） 九州経済連合会 専務理事

中村 仁彦 福岡商工会議所 専務理事

羽田野 隆士 北九州商工会議所 専務理事

実業界

髙宮 俊諦 ㈱タカミヤ社長

津上 賢治 九州電力 ㈱副社長

松岡 恭子 ㈱スピングラス・アーキテクツ
代表取締役

溝渕 寛明 住友商事九州 ㈱ 社長

村山 由香里
(財)福岡県女性財団副理事長
兼福岡県男女共同参画センター
「あすばる」 館長

龍造寺 健介 本多機工㈱ 社長

金融界
浦山 茂 ㈱ 西日本シティ銀行

専務執行役員

吉戒 孝 ㈱福岡銀行副頭取

マスコミ 椛島 滋（◎） 西日本新聞社編集局 経済部長

地公体 江口 勝 福岡県 企画・地域振興部長

国 高木 隆（◎） 財務省 福岡財務支局長
（幹事）

政府系金融機関 鈴木 恵一（◎） 日本政策投資銀行九州支店長
（副幹事）

【今後の展開】

○ 東京オリンピックのさらに１０年先を見据えたオール九州の構想が必要との認識の下、６名の呼びかけ人の
働きかけを通じて、趣旨・目的に共感を得たメンバーが自発的かつ継続的に参画。

○ 九州の持つ潜在力を引き出し、未来をデザインする力（未来力）の強化に資するようなテーマを選定し、
年４回程度開催。

九州の未来力２０３０

九州の潜在力を引き出し、未来をデザインする

学 界

福岡財務支局
地方公共団体

経 済 界
・経済団体
・シンクタンク
・企業経営者等

マスコミ等

✔ 地域との絆を深めることにより、財務支局の

受発信機能の一層の充実！

・九州活性化に対する問題意識や情報を交差させ、地域のイノベ―ションを啓発するような情報発信。

・財務省・金融庁の施策や当局経済調査結果等について、アップ・ツー・デイトな情報の提供。

・意見交換結果等について、シンクタンク調査月報等を活用した地域へのタイムリーな情報発信。

✔ 地域各界が相互の絆を深めることにより、

九州経済活性化を促進！

福岡財務支局
平成26年２月

コンセプト
メンバー相互の問題意識や意見・情

報を交差させ、化学反応を起こすこと
によって、メンバー各位の構想力を更
に高め、平素の活動の中で役立てると
ともに積極的な情報発信を通じて九州
の未来力を高める。

Principle
九州の未来を構想する

九州から世界と日本を見る

「人・情報・マネー・モノ」を「動き」の視点で

見る

座長提言

原則として会合毎に座長提言を発信

会合日程
第１回 平成25年12月4日
テーマ 「アジアと九州の構造変化につ

いて」

第２回 平成26年2月13日
テーマ 「九州農業の６次化展開」
第３回 平成26年5月中旬

金融界

※敬称略 ◎：呼びかけ人
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